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【
杉
並
・
書
記
・
喜
多
正
之
通

信
員
】
ベ
ト
ナ
ム
・
サ
イ
ゴ
ン

（
現
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
市
）
の
出

身
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
ハ
ッ
ト
の
お
し

ゃ
れ
な
マ
ス
タ
ー
と
、
中
国
東
北

部
出
身
、
ス
リ
ム
な
お
か
み
さ
ん

が
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
2

人
と
も
日
本
に
来
て
30
年
近
く
、

日
本
語
も
堪
能
で
す
。

最
大
20
人
程
度
の
家
庭
的
で
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
の
お
店
で
、
ベ

ト
ナ
ム
と
中
華
の
融
合
し
た
創
作

ベ
ト
ナ
ム
料
理
を
楽
し
め
ま
す
。

獨
壹
荘
と
は
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

意
味
。
ど
れ
を
と
っ
て
も
満
足
の

い
く
味
で
す
（
量
も
）
。
レ
モ
ン

グ
ラ
ス
炒
め
が
イ
チ
押
し
。
な
か

で
も
海
鮮
が
ピ
カ
一
で
す
。

珍
し
い
と

こ
ろ
で
は
、

ネ
ッ
プ
モ
イ

と
い
う
も
ち

米
か
ら
作
っ

た
ベ
ト
ナ
ム

の
酒
が
飲
め

ま
す
。
度
数

高
め
な
の
で

ご
注
意
を
。

〈
ラ
ン
チ

メ
ニ
ュ
ー
〉

食
後
コ
ー
ヒ

ー
付
き
で
8

0
0
円
。
各

種
（
鶏
肉
・
豚
肉
・
え
び
・
牛
す

じ
・
坦
々
）
フ
ォ
ー
と
半
チ
ャ
ー

ハ
ン
か
、
豚
角
煮
ご
は
ん
、
牛
す

じ
か
け
ご
は
ん
、
冷
麺
ベ
ト
ナ
ム

風
の
ほ
か
、
日
替
わ
り
も
。
こ
れ

か
ら
の
季
節
は
、
坦
々
フ
ォ
ー
が

特
に
お
す
す
め
で
す
。
量
が
多
い

の
で
女
性
は
「
少
な
め
に
」
と
頼

む
人
も
い
ま
す
。

〈
ド
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー
〉

生
ビ
ー
ル

4
0
0
円

ジ
ョ
ッ
キ
ワ
イ
ン

4
5
0
円

鏡
月
ボ
ト
ル

1
8
0
0
円

ネ
ッ
プ
モ
イ（
グ
ラ
ス
）5
5
0
円

〈
夜
の
メ
ニ
ュ
ー
〉

冷
奴
ベ
ト
ナ
ム
風

4
8
0
円

生
春
巻
（
2
本
）

5
8
0
円

油
林
鶏
ベ
ト
ナ
ム
風

7
8
0
円

海
鮮
と
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
炒
め

8
8
0
円

海
老
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
和
え
8
8
0
円

ト
ム
ヤ
ン
ク
ン

8
8
0
円

な
ど
。

営
業
時
間
11
時
半
か
ら
14
時
半
、

17
時
半
〜
23
時
半
Ｌ
Ｏ
23
時

定
休
日

な
し

杉
並
区
梅
里
2
―
3
―
7
（
駐
車

場
な
し
）

☎
3
3
1
3
―
5
1
5
8

（645）おしゃれなマスターが迎えてくれる

左
官

増
子
今
朝
男

昭
和
58
年
頃
、
職
人
さ
ん
と
組

合
の
書
記
だ
と
い
う
人
が
、
加
入

の
誘
い
に
春
夏
秋
冬
自
宅
に
現

れ
、
2
〜
3
年
断
り
続
け
ま
し
た

が
、遂
に
根
負
け
し
39
歳
で
加
入
。

そ
ん
な
私
が
平
成
20
年
に
支
部
委

員
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
。

直
前
に
、
大
き
な
「
買
い
物
」

で
あ
る
支
部
会
館
建
設
委
員
会
の

委
員
長
と
し
て
頭
も
心
も
悩
ま
し

ま
し
た
が
、同
じ
委
員
長
で
も「
支

部
執
行
委
員
長
」
と
な
る
と
当
然

別
も
の
で
し
た
。
そ
の
頃
の
足
立

支
部
は
何
か
に
つ
け
活
気
あ
る
支

部
で
、
組
織
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く

な
り
、
瞬
間
的
に
は
9
7
0
0
人

を
超
え
、
「
2
0
0
9
年
の
60
周

年
記
念
は
1
万
人
支
部
で
」
が
合

言
葉
に
。
一
方
で
様
々
な
問
題
も

表
面
化
し
た
時
期
。
一
つ
は
分
会

の
組
織
数
に
格
差
が
出
て
、
2
極

化
状
況
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
分

会
再
編
は
合
併
だ
け
で
な
く
、
1

つ
の
分
会
を
3
つ
に
分
け
る
ケ
ー

ス
も
出
て
大
変
で
し
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
お
き
た
の

が
、
朝
日
新
聞
の
『
建
設
国
保
、

ず
さ
ん
会
計
、
無
資
格
加
入
も
』

な
ど
の
報
道
で
す
。
全
建
総
連
と

は
無
関
係
の
建
設
工
事
業
国
保
の

摘
発
が
飛
び
火
し
、
国
保
組
合
員

全
員
対
象
の
「
就
業
実
態
調
査
」

が
行
な
わ
れ
、
厳
し
い
経
済
状
況

も
相
ま
っ
て
組
織
現
勢
は
1
万
人

か
ら
遠
の
く
ば
か
り
。
こ
の
ま
ま

で
は
次
年
度
の
予
算
も
大
幅
に
減

る
と
財
政
担
当
に
言
わ
れ
、
眠
れ

な
い
夜
が
続
い
た
こ
と
を
今
も
思

い
出
し
ま
す
。

足
立
支
部
も
以
前
ほ
ど
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
毎
年
確
実
に
増
勢

し
2
0
1
9
年
の
70
周
年
に
も
う

一
度
「
9
千
人
支
部
」
を
目
標
に

お
い
て
い
ま
す
。
私
も
今
年
で
70

歳
で
す
が
、
体
が
動
け
る
ま
で
組

合
の
仲
間
で
い
た
い
し
、
私
を
支

え
て
く
れ
た
家
族
、
仲
間
に
お
礼

を
言
い
た
い
で
す
ね
。
（
足
立
）

故
郷

吉
田
善
哉
は
他
界
し
た
父
か

ら
千
葉
県
富
里
村
の
牧
場
を
受

け
継
ぎ
、
競
走
馬
づ
く
り
に
本

格
的
に
挑
戦
す
る
。
し
か
し
千

葉
県
は
冬
で
も
温
暖
で
牧
草
が

育
つ
が
、
夏
は
暑
く
、
馬
は
体

力
が
奪
わ
れ
、
秋
を
過
ぎ
て
も

回
復
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

1
9
5
8
年
、
吉
田
は
北
海

道
白
老
町
に
牧
場
を
つ
く
り
、

北
海
道
で
生
ま
れ
た
馬
が
、
千

葉
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
、
暑
い

夏
は
北
海
道
で
休
む
と
い
う
二

元
育
成
法
を
開
発
。吉
田
は「
わ

が
社
台
フ
ァ
ー
ム
の
馬
に
は
、

故
郷
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

都
議
会
で
「
東
京
都
子
ど
も
を

受
動
喫
煙
か
ら
守
る
条
例
」
が
可

決
成
立
し
た
。
家
庭
内
の
こ
と
で

罰
則
は
い
か
が
な
も
の
か
と
、
努

力
義
務
と
な
っ
た
が
、
こ
の
調
子

で
行
け
ば
、
罰
則
が
あ
る
「
受
動

喫
煙
防
止
条
例
」
に
む
け
た
論
議

も
加
速
す
る
の
で
は
な
い
か
。
近

隣
住
民
の
被
害
も
考
慮
し
て
、
家

庭
の
ベ
ラ
ン
ダ
喫
煙
規
制
も
実
現

す
る
か
も
し
れ
な
い
。

わ
が
家
で
喫
煙
す
る
の
は
娘
だ

け
で
、
台
所
の
換
気
扇
の
下
で
よ

く
吸
う
の
だ
が
、
く
た
び
れ
た
換

気
扇
な
の
で
分
煙
効
果
は
期
待
で

き
な
い
。
一
般
家
庭
に
オ
フ
ィ
ス

に
置
く
よ
う
な
分
煙
ボ
ッ
ク
ス
な

ど
設
置
で
き
る
わ
け
も
な
い
だ
ろ

う
。
喫
煙
者
の
肩
身
は
狭
く
な
る

一
方
の
よ
う
だ
。

1
9
7
3
年
9
月
11
日
、
南

米
チ
リ
。
ピ
ノ
チ
ェ
ト
陸
軍
総

司
令
官
ら
に
よ
る
軍
事
ク
ー
デ

タ
ー
で
ア
ジ
ェ
ン
デ
政
権
は
倒

さ
れ
た
。
ア
ジ
ェ
ン
デ
政
権
は

歴
史
上
初
め
て
、
選
挙
に
よ
っ

て
合
法
的
に
樹
立
さ
れ
た
社
会

主
義
政
権
だ
っ
た
。
そ
の
日
、

大
統
領
府
、
モ
ネ
ダ
宮
殿
に
と

ど
ま
っ
た
ア
ジ
ェ
ン

デ
は
死
に
追
い
込
ま

れ
、
多
く
の
市
民
も

軍
隊
な
ど
ク
ー
デ
タ

ー
勢
力
に
連
行
、
監

禁
、
拷
問
、
殺
害
さ

れ
た
。
そ
の
中
に
は

外
国
人
も
い
た
。

チ
ャ
ー
リ
ー
・
ホ

ー
マ
ン
は
、
チ
リ
の

首
都
サ
ン
チ
ャ
ゴ
で

新
聞
な
ど
に
記
事
を

書
き
な
が
ら
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
を
め
ざ

し
て
い
た
。
妻
の
ベ

ス
（
シ
シ
ー
・
ス
ペ

イ
セ
ク
）
が
夜
間
外

出
禁
止
令
に
引
っ
か
か
り
、
帰

宅
が
朝
に
な
る
と
、
部
屋
は
荒

ら
さ
れ
、
チ
ャ
ー
リ
ー
は
行
方

不
明
。
ベ
ス
か
ら
の
知
ら
せ
を

受
け
、
チ
ャ
ー
リ
ー
の
父
で
実

業
家
の
エ
ド
ワ
ー
ド
（
ジ
ャ
ッ

ク
・
レ
モ
ン
）
が
サ
ン
チ
ャ
ゴ

に
来
る
。
エ
ド
ワ
ー
ド
は
愛
す

る
一
人
息
子
と
い
う
思
い
と
同

時
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
気

取
る
「
甘
っ
た
れ
の
理
想
主
義

者
」
と
い
う
偏
見
も
あ
っ
た
。

実
業
家
と
し
て
知
ら
れ
た
エ
ド

ワ
ー
ド
は
「
コ
ネ
」

で
も
何
で
も
利
用
し

て
捜
す
。
多
く
の
市

民
が
殺
さ
れ
、
監
禁

さ
れ
て
い
る
国
立
競

技
場
や
病
院
、
死
体

安
置
所
に
も
赴
く

が
、
チ
ャ
ー
リ
ー
は

見
つ
か
ら
な
い
。
実

は
チ
ャ
ー
リ
ー
は
ク

ー
デ
タ
ー
に
ア
メ
リ

カ
政
府
が
深
く
関
与

し
て
い
る
の
を
知
っ

た
こ
と
で
「
生
か
し

て
は
お
け
な
い
」
人

物
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
。

「
チ
リ
に
は
米
企
業
は
3
0

0
0
進
出
し
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
の
権
益
と
人
権
を
両
立
さ
せ

る
の
は
無
理
だ
」
と
開
き
直
る

ア
メ
リ
カ
領
事
に
向
か
っ
て
、

息
子
の
死
を
確
信
し
た
エ
ド
ワ

ー
ド
は
「
告
訴
し
て
や
る
」
と

言
っ
て
に
ら
み
つ
け
る
。

作
家
ト
マ
ス
・
ハ
ウ
ザ
ー
の

手
記
の
映
画
化
で
あ
る
。

新高円寺

徒歩２分

ド
ウ
イ
ー
ジ
ョ
ン

ド
ウ
イ
ー
ジ
ョ
ン

駅下車

獨
壹
荘

獨
壹
荘

届
き
か
け
た
１
万
人

オンリーワンの満足
中華と融合した創作越料理

不
眠
続
い
た
委
員
長
時
代

息子の失踪の裏にちらつく謀略の影

コスタ・
ガヴラス

監
督ミッシングミッシング

チ
ョ
ッ
ト
一
服（
９５４
）

●


